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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・2/17(火)・2/18(水)第7回院内研修実施予定。
　時間　：17:30～18:30
　場所　：メンタルケア病棟４階　千葉メモリアルホール
　テーマ：｢転倒・転落しやすい薬剤及び留意点について｣
　講師　：黒澤　雅広薬剤師
＜利用者情報＞

・松川　順子様～最近、出血するほど耳を掻くなど、落ち着きのない様子がみられている。昨日の外来診察時の様子に変化はない。本日は、炊飯器を空焚きしたり、ウォーマーに必要以上の水を入れたりする行動がみられ、スタッフが都度声かけするが、「え？」と何が変か理解していない様子ある。耳を掻くことについて、痒いか、幻聴があるのか、とスタッフが確認するが、「いえ」と返答するのみである。10月に減薬しており、12月には携帯での浪費がみられている。担当医師に現状を報告し、自宅での生活・服薬状況変化はないか確認していくように指示がある。

・浅坂　政美様～昨日、田面木保育園跡地付近の坂道にて、本人が転倒しているところを、病院スタッフが発見し、青陽館へ報告がある。右足を捻って、身体を動かすと疼痛があると訴えており、自力では動けない状態。職員・兄同伴にて室岡整形外科を受診。レントゲンの結果、右大腿骨骨折の診断。大きな骨折であるため、治療が必要であるとのことで、八戸赤十字病院に搬送し、手術・治療目的にて約2～3週間の入院予定。それに伴い、デイケア利用中止。2/16に近況報告していただくこととしている。

・小林　満　様～34歳･アルコール依存症にて当院へ通院中。H26.11.7～H27.2.5まで当院6回目の入院治療を行い､退院後間もなく再飲酒。断酒及びリハビリテーションを目的としてデイケア見学の希望があり､本人･母が来所している。以前の見学の際は、意欲的であったが､本日は終始抑うつ状態が強い様子が認められ､受け答えにも元気がない様子。デイケアでの運動療法や就労支援等に関心を抱き､質問をしているものの､利用については｢うーん…｣と考え込んでいる。アルコール依存症の患者様に対応したプログラムの実施内容についても説明し､一度体験利用をして､それから検討することを勧めている。

・東海林康之様～昨日14時頃、体温37℃あったため、万が一を考慮して早めに帰宅していただいている。16時半に連絡があり、35.4度に解熱し感冒症状はないとのこと。風邪症状がみられないようであれば、明日から来所していただくこととしている。

・倉石ヨシエ様～神様発言があり、「夜寝ている時も、神様が殺すと言ってくる」と話している。神様発言をしている時に表情の硬さが見られるが、訴えが無い時には表情が明るく、ホールでテーブルに伏して過ごしている。妄想に関連した行動はみられない。

・八木橋牧雄様～左肋骨の痛みを訴えており、「息をしても痛い」「いつからかは分からない」と話されている。先週から痛みが続いているとのことで、病院受診を勧めると、「今週、外来の時に相談してみる」と話している。

・高田　マキ様～特定スタッフの声が聞きたいとのことで、ほぼ毎日電話がある状態。特定スタッフの声を聞いたら、最後の電話にすると話されているが、同様の発言を繰り返している様子。生活状況は変わらないとのことで、口調は落ち着いている。

＜外来情報＞
・板橋　利美様～「左手が痺れている」「かじかんでいる」とのことで、痛み止めを朝・夕→食後3回にしたいと訴えがある。エトドラク（200）2T→3Tに変更となっている。

・倉橋　生子様～夕方に排尿困難になると本人より訴えがあり、タスモリン（1）2T　朝・夕→1T　寝る前に変更になっている。

・我満奈津紀様～悩みをデイケアスタッフに相談したと話している。

・磯島　貴広様～2/13（金）ケア会議実施予定。「アパート契約していいですか？」と話している。医師からは、アパートを契約するなら2/13以降にすることを説明されている。

・番沢　政勝様～次回採血予定。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　倉橋　生子　様）

実施日：H27年2月11日（水）13：30～14：00

担当チーム：櫻田、服部、松橋

参加者：小林、慶長、服部、櫻田、戸賀沢、小屋敷、會津、生駒、間山

検討内容　

	氏名
	倉橋　生子
	性別
	女
	年齢
	64
	生年月日
	昭和26年1月26日


	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活（青風荘・通所）を継続する

	本人希望
	青風荘で生活したい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　4回（最終：H23年10月31日　～　H25年8月16日　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成H25年8月19日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
□

　　　□

　　　◎

■　

　　　■

●

　　　○　　　○

　　　　　　　

　　　□　　　○

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①青風荘、デイナイトケアの環境に合わせた生活を送れるようになる。
	①不調や困った事、不安な事はスタッフに確認する。


	①不調を感じた時はスタッフに相談する。また、気になる事があった場合、直接本人に伝えずスタッフに相談してトラブルを防ぐ。



	
	
	②集団生活の中で周囲に配慮できるようになる。
	②自己中心的な発言や周囲の様子を気にしない発言をしないように気を付ける。必要時にはスタッフと振り返りをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調や困った事、不安な事はスタッフに確認する。
	・調子がいいときほど不調を訴える傾向がある。実際に不調がある時は、空笑や放歌がみられる。

・夕方になると、放歌や不機嫌さが見られることが月に2～3回程ある。不機嫌さが長く続くことは無く、帰荘時には改善されることが多い。

・青風荘では「睡眠がとれていない」「足が重い」との訴えはあるが、睡眠時間が記載してあるノートを確認すると十分にとる事が出来ている。

・不調については、スタッフにすぐに訴えており、何度も同じ事を繰り返している。時折、それが、他利用者に対しても行われており、他利用者から「うるさい！」と怒鳴られることがある。

・他利用者とトラブルにならないよう、訴えがある場合は、まずはスタッフに訴えるようにと伝えている。

⇒他者への訴えは続いており、月1～2回程、言い合いになることがある。
	不調を訴える事はできているが、他者に長々と訴え、トラブルに至ることがある。トラブルにならないよう、一方的に長く訴えることの無いよう関わっていく必要がある。どうしても長く話したい場合は、スタッフに訴えるように説明する。

短期目標：「他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる」

治療計画：「相手の表情を見て、話を切り上げられるようになる。どうしても話したいときにはスタッフに声を掛ける。」に変更。

	②集団生活の中で周囲に配慮できるようになる。
	・他者への不満が多く、周囲に聞こえる声で不満を話すことがあり、配慮できていない。また、不満の対象が近くにいるにも関わらず、大声で聞こえるように話すため、スタッフの方でフォローが必要である。

・他者が違うやり方をすると「違う」と突発的に反応し、口調強く指摘している。声の大きさが大きいことを指摘されると、一時的には気を付けるがすぐに元に戻っている。

・本人は怒っているつもりではなくても、言葉を選ばなかったり、方言が強いため、相手を不快にさせることがある。

・自己中心的な発言は、以前よりも減っており、今はほとんど見られていない。

・常識的なことは分かっており、他者に対してそれを無遠慮に強い口調で指摘し、トラブルになることがある。


	口調が強く他者とトラブルになる事が多いため、個別SSTにて柔らかい表現で相手に伝える事ができる練習をする。相手への指摘については、本人の気付きとして肯定的に評価する。

その上で、表現の仕方を提案する。

短期目標：「相手を傷つけないように話す。」

治療計画：「やり方が自分の思っていることと違う時は、まずスタッフに伝えることが出来る。スタッフは個別SSTにて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。」に変更。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①周囲への配慮が出来るようになる。
	①他者と会話をする際は、程々に切り上げられるようになる。


	①相手の表情を見て、話を切り上げられるようになる。どうしても話したいときにはスタッフに声を掛ける。

	
	
	②相手を傷つけないように話す。
	②やり方が自分の思っていることと違う時は、まずスタッフに伝えることが出来る。スタッフは個別SSTにて、相手が不快にならないように分かりやすく話す方法を一緒に考え、静かに相手に伝えられるようにする。








